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上代オ列甲・乙母音対立崩壊のー要因

い
わゆる上
代オ
列
甲・
乙の
母
音対立がイ
列エ
列の
甲・
乙対立とか

な
り
本
質的に
区別される
点は 、
出現頻度もさると
となが
ら 、
対
立が

現れる
先行子音の
種類の
数や
質の
ちがいに
あると言っ
て
よ
い 。
「上

注l

代日
本語
六母
音音素
説」
が
相当の
説得力を
有するの
も
実はと
の
点に

ある
と
考え
られる 。
しかし 、
上
代日
本語に
母
音は
八つ
あっ
たの
か 、

六つ
あっ
たの
か 、
あるいは五つ
で
あっ
たの
かと
言う
よ
う
な
言
わ
ば

「音素目
録」
の
設
定が現
実的
価値を
持つ
た
め
に
は 、
常に
歴
史的
観点

を考
察の
中に
取り込んでい
なければな
らない
とい
う反
省が
加え
られ

るべ
きで
あろう 。

本稿の
考
察の目的は 、
上
代日
本語の
母
音の
究明を通じて 、
なに
ゆ

えそれが
平
安時代におい
て
改変を
余儀な
くされたの
かとい
う点を解

明し
ようと
する
所に
あ
る 。
「共時論」
対
「適
時論」
とい
う偏狭な
峻

別は
排除されるべ
きで
ある 。
共時態の
中に
通
時的動
因を
見出そ
うと

する
所にい
わゆる
「通
時音韻論」
が
存在するので
あ
り 、
私の
考
察は

ζ
の
方
法に
忠
実で
あろうとする
もので
ある 。

要

因

釘

貫

予

上
代オ
列
甲・
乙の
母
音対
立州/
何の
崩壊の
原
因につ
いては 、
音価

の
問題をはじめさまざまな
角度か
ら考えるこ
とがで
きると思われる

が
私はその
うちの
重
要な・ものの一
つ
として 、
ζ
の対立が語の
区別に

もと
もと余
り役立っ
てい
なかっ
たのではな
い
か
と
い
う
点に
求めた

い 。
音韻的対
立にとっ
て
最も重要な乙
の
弁別的機能につ
いて 、
上
代

オ
列
甲・
乙の
母
音対立が
将来の
永きに
わたっ
て
安定的に
存在するた

めの
分布上の
基盤を
欠いていた乙
とを前
半の付において
論じ 、
後半

の
口以
下の
考察におい
ては 、
実際に乙
の対立が語の
区別に
きわめて

貧弱な
程度にしか
役立っ
てい
なかっ
た乙
とを機能
負担量の
調査から

明らかにし 、
そしてそれが
有坂・
池上
法則の
規制に
よっ
て
語中語尾

における
弁別的機能を
喪失していた乙
とに
起因
す
る
と
い
う
結論を

導きたい
と思う 。

一
、
オ
列
用
類
音
と
乙
類
音
の
分
布
に
つ
い
て

音韻的対立に
とっ
て
最も基
本的な
機能が語と
語を区別するとい
う

弁別的機能に
存する乙
とは
言うまで
もない 。
従っ
て耳目韻的対立がそ

の
弁別的機能を最大限有効に
発
揮するためには 、
どの
ような
音韻的
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環
境に
あっ
て
もむらな
く 、
自由に 、
しか
も多数配置されるとい
う乙

とがよ
り
望ましい
分布の
あ
り方で
あると
考えられる 。
ζ
の乙
とに
よ

っ
て
音韻的対立の
根本的な
存在形式で
ある「最小対」(S
E目白「
宮町)

を構成する
可能性が
増
大し 、
弁別的機能が
必然的に一回向くなるからで

ある 。とこ
ろで 、
後に
解
消を
余儀な
くされた

州/
何対
立につ
いて
そ
の
音

韻的対立としての
前提条件となる
甲類音と乙
類音の
分布状況はどう

だつ
たので
あろうか 。

私は 、
ォ
列甲類音と乙
類音の
分布を
結合単位の
位
置
別
に
調
査
し

注2

て 、
そ乙
か
ら

州/州対立の
分布上の
経
済性を
考察して
みたい 。

そ乙
で
私は 、
結合単位を音節数に
応じて 、
ω
単音節結合単位、
ω

複数音節結合単位の
初頭音節 、
同複
数音節結合単位の
末尾音節 、
と

三つ
の
位置に
分類し 、
乙
れらの
位置における
申類音と乙
類音の
異な

り頻度を調
査した 。
こ
れに
よっ
て
音韻的対
立で
あっ
たと
言われてい

るオ
列甲・
乙の
母音対立がどれ
程有効に
語を区別するに
役立つ
前提

条件を
備えていたか
が
ある
程度明らかに
なる
筈で
ある 。
なお 、
本稿

にお
ける
語形の
抽出は
主として三
省堂
「時代
別国語
大
辞典上
代篇」

に
拠っ
た 。

先ず 、
ωの
調
査につ
いて
甲類音(丸印)
が
用いられてい
る
例は
左

の
通りで
ある 。

乙
〔
籍〕
乙
〔子〕
ζ
〔蚕〕
乙
〔粉〕
と
〔濃〕
乙
〔小〕
ど
〔五〕

そ
〔麻〕
そ
〔十〕
そ
〔追馬〕
と
〔外〕
と
〔門〕
と
〔処〕
と〔庖〕

と
〔時〕
の
〔
野〕
よ
〔
夜〕
よ
(助詞)

以上目
例 。

次に
乙
類音が
用い
られている
例は
左の
通りで
ある 。

乙
〔此〕
乙
〔木〕
乙
(接尾)
ど
〔碁〕
そ
〔衣〕
そ〔
其〕
そ〔具〕

そ
(助詞)
ぞ
(助詞)
と
〔跡〕
と
〔十〕
と
(常〕
と
(助詞)
ど

(助詞)
の
〔箭〕
の(接尾)
の(助詞)
も(助詞)
よ
〔代〕
よ
〔節〕

よ
〔未詳〕
よ
〔四〕
よ
〔吉〕
よ
(助詞)
ろ(接尾)
ろ
(助詞)

以上部
例 。

乙
の調査結果をまとめた
もの
が
左の
「表
ω」
で
ある 。
こ
れに
示さ

一ll
j

|」||一

れた
甲類音と乙
類音の
分布状態は 、
他の
位置

一
d後
一
、J一
、J一

一
4一

%一
%一

と
比べ
るとかなり能率の
良い
もの
となっ
てい

-
-
口u-
14一

一
μhL-
nu
-
nv
一

7E

-
ea-
8後
一
FD
-

4

;一

一
創一
四
一
回
一

事実 、
c
o
/c-O
(C
は
子
音)
とい
う形の

一
琳
汁川一
パ川一

単音節結合単位の
最小対はかな
りの
数存在す

1
一
劃一 ，l一 ，f一

る 。
詳しくは
次節で
述べ
るこ
ととするが
単音

表一
軒一
甲一
乙一

にげ←hlトれl一

節結合単位が
'ρ/
州対立の
形成に
とっ
てか
な

り有
利な
環
境だっ
たと
言い
得るだろう 。

次に 、
ωの
調査につ
いて 、
複数音節結合単位の
初頭音節に
あらわ

れたオ
列甲類音と乙
類音の
分布状態を
見て
みたい 。

先ず 、
甲類音が現れる
例は
左の
通りで
ある 。

と
がる
〔
嫡〕
乙
く
〔揃〕
乙
くみ
〔癒〕
乙
乙(擬
声)
乙
ど(擬声)

ζ
す
〔越〕
乙
ひ
〔鯉〕
と
ふ
〔恋〕
乙
ぷ
〔煽〕
と
ま
(駒〕
こ
ま

〔
肥〕
ζ
む
〔浸〕
乙
も
(海尊〕
乙
ゆ〔肥〕
そ
き〔板〕
そで
〔袖〕

そに
〔鴻〕
そばふ
〔戯〕
そひ
〔淡赤色〕
そ
ま
〔柚〕
そ
ら〔空〕

そ
らし
〔藁本〕
そる
〔隆〕
とく〔着〕
と
ぐ
〔磨〕
とし
〔利〕
と

じ
〔万
自〕
ど
ち〔共〕
となふ
〔唱〕
とな
り〔隣〕
とね
〔万繍〕

とふ
〔問〕
とベ
(接尾)
とま
〔苫〕
とむ〔
富〕
とら
〔
寅〕
もこ

〔笠〕
もず
〔
百舌烏〕
もも〔百〕
も
も〔股〕
もゆ〔焼〕
よぶ〔呼〕

よわ
〔
弱〕
よ
り(助詞)

以上MM
例 。
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次に 、
乙
類音が現れるの
は
左の
通りで
ある 。

乙
きし
〔甚〕
と
きだ
〔多〕
と
ぐ
〔務〕
と
け
〔苔〕
乙
ご
し
〔厳〕

乙
乙
だ
〔幾許〕
と
ごと
〔未詳〕
とと
の
〔九〕
ζ
ど
る
〔凝〕
乙乙

ろ
〔心〕
ζ
し
〔腰〕
乙
し
〔庖〕
乙
し
〔
輿〕
乙
す(助詞)
乙
ず

〔
掘〕
乙
そ
(助詞)
乙
ぞ〔去年〕
と
た
ふ
〔答〕
乙
ち(代名)
乙

つ
〔屑〕
乙
と
〔琴〕
乙
と
〔言〕
と
と
〔殆〕
と
と〔同〕
ど
と〔
如〕

乙
ど
き
〔未詳〕
と
とひ
〔特牛〕
乙
の
む
〔好〕
と
は
し
〔強〕
乙
ふ

〔乞〕
乙
ほる
〔凍〕
ζ
む(擬声)
乙
む
〔
飽〕
と
め
〔米〕
こ
も〔薦〕

乙
ゆ
〔臥〕
ζ
る
〔凍〕
と
る
〔折〕
乙
る
〔叱〕
乙
る
〔懲〕
乙
ろ

(一
伏三
起〕
と
ろく(擬声)
乙
ろす
〔殺〕
ζ
ろ
も
〔衣〕
乙
ゑ
〔声〕

そ
く
〔退〕
そ
く
〔除〕
そ乙
〔底〕
そそる
〔鋒〕
そ
ぞろ
〔漫〕
そ

ち
〔未詳〕
そ
ね
〔時間〕
そ
ねむ
〔嫌〕
その
〔苑〕
そば
〔狐
綾〕
そ

ほ
〔
朱〕
そほつ
〔漏〕
そ
む
〔染〕
そ
む
〔始〕
そ
よ
(擬
声)
そる

〔剃〕
とが
〔答〕
とき
〔時〕
と
く
〔解〕
と
ζ
〔床〕
と
と
〔常〕

と
し
〔年〕
とど
(擬
声)
と
と
の
ふ
〔斉〕
と
ど
む
〔留〕
と
ど
ろ

〔鵬首〕
と
ね
り〔舎人〕
との
〔殿〕
とふ
〔挑〕
と
ぷ
〔飛〕
と
ぷ
さ

〔木
末〕
と
ほ
〔逮〕
と
ほ
る
〔通〕
と
ま
る
〔留〕
と
む
〔求〕
と
も

〔友〕
と
も
〔柄〕
と
も
〔紬〕
と
も(助詞)
ど
も
〔等〕
ど
も(助詞)

と
もし
〔乏〕
と
もす
〔燭〕
と
よ
宣告
と
よ
む〔響〕
と
らふ〔
捉〕

と
り
〔烏〕
の
く
〔除〕
のど
ふ
〔拭〕
の乙
る
〔遺〕
の
ぞく
〔除〕

の
ち
〔後〕
の
ど
〔和〕
の
ぼる
〔上〕
の
み
〔繋〕
の
み
(助詞)
の

む
〔飲〕
の
む
〔祈〕
の
り〔糊〕
の
り〔法〕
の
り〔海苔〕
の
る

〔乗〕
の
る
〔宣〕
もつ
(持〕
もと
〔本〕
もとほる
〔廻〕
もの(助

詞)
もの
〔物〕
よ
く
〔遊〕
よ乙
〔横〕
よ
そ
〔外〕
よそふ
〔装〕

よ
ち
〔同年子〕
よづ
〔繁〕
よど
〔淀〕
よ
ね
〔米〕
よひ
〔
夕〕
よ

み
〔黄泉〕
よ
む
〔読〕
よ
も
ぎ
〔蓬〕
よ
よ
む
〔品川〕
よ
る
〔縁〕

よる
〔
援〕
よ
ろこ
ぶ
〔喜〕
よ
ろづ
〔万〕
よろふ
〔甲〕以上m

例 。

ωの
調
査結果をまとめた
もの
が「表
ω」
で
ある 。
乙
の
位置で
甲類

寸|||寸
』t
H一
音は
豊
島結合単位の
場合の
倍以上の
出現

一
わ
市一
%一
%一

一
部
げ一
1-一
町一

頻度をもっ
てい
る
が乙
類音の
出現頻度がそ

一
時
一
間一
同一
れ
を
はるかに
上
回っ
て
い
る 。
常
識的に
み

一
に
一
4
-
1一

一
結
一

4一
均

一
て 、
乙の
ような分布で
は
叫/W対立の
弁別

2
函
刊

訂一

d

的
機能が
効果的に
発都されるとは
恩われな

長一
強
噸一
υ一
川一
ぃ 。
しかし 、
事実は
意外に
も ，W/
M対
立の

ヨ一
複
初一
甲一
乙
一

仁
ドいい卜ぃ
トぃ1-

最小対の
形成
位
置は 、
乙の
初
翌日節に
集中

するので
ある 。
ζ
のと
とにつ
いては
後に
詳し
く述べ
る 。

次に 、
ωの
調査につ
いて
複数音節結合単位の
末尾音節に
あらわれ

た
甲類音と乙
類音の
分布をし
らべ
たい 。

先ず 、
甲類音が立つ
例は
左の
通
りで
ある 。

あれ」
〔跡〕
い
か
〔磁〕
い
か〔妹〕
お
きか
〔歎
息〕
かたかび
〔堅

呑子〕
かん」
〔門〕
かん」
〔未詳〕
か
か〔鴨〕
き
か〔肝〕
くか〔糞〕

く
か〔雲〕
くんJ
〔黒〕
ひ
ひ
(擬声)
ひ
ふ
(擬声)
さハ」
〔里〕
し

か
〔小竹〕
し
か〔下〕
し
んJ〔白〕
す
か
〔禰〕
た
ひ
〔鋸〕
っ
か

〔
角〕
なひ
〔和〕
な
で
し
ひ
〔石竹〕
にひ
〔和〕
ねひ
〔猫〕
はひ

〔
箱〕
は
h」
〔鳩〕
ふ
くんJ〔袋〕
ふ
ん」〔太〕
へ
や〔綜
麻〕
ほハ」〔程〕

まれ」
〔的〕
まれ」
〔窓〕
まいV
〔眉〕
まいV
〔繭〕
みさひ
〔鴎〕
みハ」

〔
陰〕
むらU
〔腎〕
む
んJ
〔室〕
む
んJ
〔天木香〕
しV
U
〔笠〕
か
か

〔股〕
もか〔
百〕
あいV
〔揺〕
あらか
〔争〕
い
さ
いV
〔不欲〕
い
か

(争〕
うh」
〔疎〕
かがいV〔
光〕
かしひ〔恐〕
かわ〔掠〕
かや〔数〕
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か
よ
〔通〕
きよ
(浄〕
さど
〔未詳〕
しの
〔後〕
しの
〔偲〕
た
ど

〔
尋〕
たふ
と
〔貧〕
つ
ど
〔集〕
っ
と
〔
勤〕
な
そ
〔比〕
はこ
〔逮〕

まと
〔迷〕
まよ
〔枇〕

以
上回
例 。

次に
乙
類
音の
立つ
例は
左に
示す通りで
ある 。

い
よよ
〔弥〕
い
ろ〔色〕
い
ろ
(接頭)
うし
ろ〔後〕
お
ぎろ〔甚

大〕
おど
〔海藻〕
おそ
〔遅〕
お
と
〔音〕
お
と
〔弟〕
おの
〔
時〕

おの
〔己〕
かそ
〔
父〕
か
も(助
罰)
くし
ろ〔釧〕
とど
と〔未詳〕

乙
乙
の
〔九〕
ζ
乙
ろ〔心〕
乙
そ
(助詞)
と
ぞ〔去年〕
と
と〔
琴〕

乙
と
〔言〕
と
と
〔殆〕
乙
と
〔同〕
ど
と
〔如〕
と
も〔薦〕
と
ろ

〔比〕
ζ
ろ〔一
伏三
起〕
ζ
ろも〔衣〕
しこ〔
醜〕
し
とと〔
鴻〕
し

も(助詞)
し
ろ
〔代〕
そ乙
〔底〕
そ
ぞろ
〔漫〕
その
(苑〕
と乙

〔床〕
と乙
〔常〕
とど(擬声)
とど
ろ〔動〕
との〔殿〕
と
も〔
友〕

ど
も
〔等〕
と
よ
〔豊〕
の
ど
〔和〕
は
も(助詞)
ひと
〔人〕
ひ
と

〔一〕
ひ
ろ〔広〕
ふつ
くろ〔懐〕
ふ
も
と
〔
欝〕
ほ
と
〔矛〕
ほ
そ

〔細〕
ほと
〔除〕
ほとほと
〔殆〕
ほ
ど
ろ(擬
声)
ほ
よ
〔椅〕
ま

と
と
〔真〕
まろ
〔
麻呂〕
まろ
〔円〕
みぞ
〔泌〕
みの
〔蓑〕
むし

ろ〔鐙〕
も乙
ろ〔如〕
もと
〔本〕
もの
(助詞)
もの
〔物〕
もろ

〔
諸〕
よ乙
〔横〕
よ
そ
〔外〕
よ
ど
〔淀〕
を乙
〔愚〕
をそ
〔軽
率〕

をと
〔遠〕
をの
〔斧〕
い乙
〔憩〕
い
と
〔厭〕
い
ど
〔挑〕
い
の
ど

〔
期
勉〕
いの
〔
祈〕
うづ
の
〔賞〕
うつ
ろ
〔
移〕
お
乙
〔起〕
お
と

〔遺〕
おど
〔蒼〕
お
と
〔落〕
お
と
〔減〕
お
も〔思〕
お
よ
〔逮〕

お
ろ
〔失意〕
お
ろ
〔下〕
と
ど
〔凝〕
乙
ろ〔殺)
と
ろ〔叱〕
と
ろ

ろ
〔鳴〕
し
と
〔嘱〕
し
乙
〔未
詳〕
し
の
〔忍〕
そ
そ
〔釜〕
た
の

〔
侍〕
ととの
〔斉〕
と
ど
〔留〕
とよ
〔響〕
にど
〔濁〕
に
よ
〔附〕

のど
〔拭〕
の
ぞ
〔除〕
の
どよ
〔細声〕
ひ
ろ
〔拾〕
ほ乙
〔
衿〕
ほ

ど
〔解〕
ほ
ど
乙
〔被〕
ほ
ろ〔滅〕
ま
ろ〔転〕
も
と
〔求〕
よ
乙

〔
謹〕
よ
そ
〔装〕
よよ
〔傍〕
よ
ろ乙
〔喜〕
よろ〔甲〕
をど
〔躍〕

以上聞
例 。

ωの
調査結果をまとめた
もの
が左の
「表ω」
で
ある 。
オ
列甲類
音

一
IlllJJぺ寸リコ

はζ
の
位
置において
も乙
類忠自に
出現頻度で

一
D
氾

一
%
一%
一

-
M
m一
切一
町一
圧倒
されてはいるものの
全体のお
・1%の

一
単

一
間一
畑一
割合で
出現するとい
うと
とは 、
初頭
音節に

一
齢

一
白
一
間
一

比べ
れば 、
まだ
州/州対立に
とっ
て
有利で

一
市
市
寸川
つ川一
ある
よ
うに
見える 。

3一
音
音一
W一
川一

ド一
数
尾一

J一
i一

以上 、
ωωωの
調査結果をまとめると 、

芸一
複
末一
甲一
乙

一

「
けい
に
いト
ド一
甲類
音
と乙
翠日の
分布に
最も偏りがないの

は
単音節
結合単位の
場
合で
あっ
た 。
しかしなが
ら 、
単音節のと
とと

て 、
そとに
盛り込まれ
得る
情報量に
も自ら限界が
あり 、
従っ
て
出現

頻度も他の
位置に
比べ
れば
ずっ
と
少ないので
ある 。
また 、
複数
音節

結合
単位の
初頭
音節と
末尾音節はその
出現頻度が
甲乙と
もに
増加す

るが 、
双
方の
分布に
非常に
大きな
偏りが
見られる 。
しかし 、
その
う

ち
末尾
音節における
甲類
音はお・
1
%の
勢力を占めてい
る 。

つ
ま
り 、
表面に
あらわれた
数字の
上だけか
ら見ると 、
結合単位の

末尾
音節が
州/
例対立が形成さ
れるためにやや
有利な環
境に
あるか

と
も考え
られる 。
cvco
/CVCO
(V
は
母音)
と
言っ
たタイプ

の
最小対が
多数見出さ
れると
予想される 。

しかし 、
実際の
例では
必ずし
もそ
うではないので
ある 。
私の
調査

に
よ
れば
州/刈対立の
最小対が
末尾
音節で形成さ
れているよ
うな
例

は 、
たっ
た2
例を除けば
存在しない 。
つ
まり 、
末尾音節における
甲

乙の
分布は 、
語の
区別には
殆んど
何の
貢献もしていないので
ある 。

4 



ζ
のよ
うな
事実とその原因につ
いては 、
次
節以
下の
考察に
おいて

詳し
く述べ
ると
とに
する 。

ニ 、
州/刈対立の
機
能負担量

上代オ列 甲 ・ 乙 母 音対立崩壊の ー要因

「機能
負担量」(『
自伝5
2
ユO口口三O
E色)
の
概念を適
時音韻論の
方

法の
中に
位置づ
けて 、
初めて
本格的に
取り入れたのはアン
ドレ・

マ

注3

ル
ティ、不の
業
績で
あろう 。

機能
負担量は 、
一
共時態に
お
ける
或る
音韻的対立の
最小対の
数で

ある 。
最小対につ
いては
今さ
ら詳論する
必要もないこ
となが
ら 、
例

えば
島田(勢)
対
c
E(稲)
とい
う対立は
上代にお
ける
何/州対立

の
最小対で
ある 。
何と
川川の
対立だ
けに
よっ
て
語の意味が
区別されて

い
る 。
そ
して 、
こ
のよ
うな
最小対の
数が
多ければ
多い
程 、
問題とな

る
音韻的対立
(乙の
場合は
何/川)
の
弁別的機能が
高く 、
従っ
て
言

語伝達に
お
ける
重
要度が
大きい
と雪守えるので
ある 。

とと
ろで
通
時論的に
機能
負担量を
考えて
みた
場
合、
一
体どの
よ
う

なこ
とが
言えるで
あろ
うか 。
上
代の
州/刈対立がそ
うで
あっ
た
様に

音韻的対
立が
解
消されるよ
うな
場
合、
その
機能
負担量の
数だ
け新た

に
同
音異
義語が
生ずると
とに
な
り 、
その
分 、
言語伝達に
とっ
て
不
都

合な
事態を
招く 。
従っ
て 、

「その対立の
伝達
要求充足
上に
お
ける
相対
的重
要性が 、
そ
の
対
立

の
保
存または
除去に一
役をに
なっ
て
い
る
か
ど
う
か 、
の
問題で
あ

る 。
他の
条件が
同じな
らば 、
頻度の一角い
重
要な語を
幾百と
区
別す

る
のに
役立つ
音韻的対立の
方が 、
ど
く
少数の
場
合に
しか
有用な
役

割を
果たさない
対立よ
りは 、
除去に
対
する
抵抗力
が
強
く
は
な
い

注4

か 、
とい
う疑問に
解
答が
与え
られねばな
らない 。」

とい
うマ
ル
テイ
ネの
指摘の
如く 、
比較的機能
負担量の
大きな
音韻的

対立が解消されるとい
うよ
うな
事態につ
いては 、
伝達
機能の
側か
ら

音韻体系に
対して
抵抗力が
働く 。
逆に 、
機能
負担量の
小さい
音韻的

対立が解消されよ
うと
する
場合には 、
さほど
の抵抗は
起らない
と
考

え
られる 。

むろん 、
機能
負担量がたとえ小さくて
も 、
音価そのもの
が
大きく

か
け離れていた
り 、
或いは 、
語そ
のものの
使用
頻度が高かっ
焼 、

また
或い
は 、
問題の
音韻的対立が弁別
素性の
系列内のもので
あっ
た

ヰ4hb

りすれば 、
対立の
崩壊に
対
する
歯止めに
なる
場
合もあるがやは
り原

則的に
見て 、
機能
負担量が
大きければ
大きい
程 、
音韻的対立は
解消

さ
れに
くく 、
逆に
機能
負担量が小さ
ければ小さい
程 、
音韻的対立は

解消されや
すい 、
とい
うζ
とが言えるだろうと
思われる 。

そ乙
で 、
何/何対立の
機能
負担量を構成する
最小対を
左に
示す 。

(
括
弧
付
き
の
番
号
は 、
一
結
合
単
位
同
志
の
最
小
対、
後
述)

-
あらた
よ
〔新夜〕
/あらたよ
〔新代〕

2
い
くよ
〔幾夜〕
/い
くよ
〔幾代〕

ω乙
(箆〕
〔子〕
〔粉〕
/乙
(此〕
〔木〕

ωど
〔五〕
/ど
〔碁〕

5
乙ζ
(
擬
声)
/乙
こ
〔此〕

6乙
と
ど
〔未詳〕
/ζ
と
ど
〔事跡〕

7
と
なた
〔墾田〕
/ζ
なた
〔此方〕

仰と
ふ
〔恋〕
/乙
ふ
〔乞〕

仰と
ま
〔駒〕
/乙
ま〔狛〕

帥と
む〔浸〕
/乙
む〔箆〕

ω乙
も
〔海尊〕
/乙
も
〔菰〕

5 



同
乙
ゆ
〔
超〕

/
乙
ゆ
〔
臥〕

帥
し
ろ
〔
白〕

/
し
ろ
〔

代〕

MW
そ
〔
麻〕
〔
十〕

/
そ
〔
衣〕
〔
其〕

帥そ
る
〔
隆〕

/
そ

る
〔
剃〕

日
た
ど

し
〔
手
逓

伝〕
/
た
ど

し
〔
手
輿〕

げ
ち

よ
〔
千
夜〕

/
ち

よ
〔
千

代〕

同
と
〔
外〕
〔
門〕
〔
処〕

/
と
〔
跡〕
〔
十〕

帥
と

く
〔
着〕

/
と
く
〔

解〕

加
と

こ
よ
〔
常
夜〕

/
と

乙よ
〔
常

代〕

幻
と
な
み
〔
門
浪〕

/
と
な
み
〔
鳥
網〕

凶
と
ふ
〔
悶〕

/
と
ふ
〔
挑〕

帥
と
む
〔
富〕

/
と
む
〔
止〕

帥
の
〔
野〕

/
の
〔
箭〕

お
ひ

と
よ
〔一
夜〕

/
ひ

と
よ
〔一

代〕

お
ふ
た

よ
〔二
夜〕

/
ふ
た

よ
〔二

代〕

伺
ほ

と
〔
程〕

/
ほ

と
〔
陰〕

却
み
そ
〔三
十〕

/
み
そ
〔
御
衣〕

同
よ
〔
夜〕

/
よ
〔

代〕
〔
四〕
〔
技〕

却
も
も
よ
〔
百
夜〕

/
も
も
よ
〔
百

代〕

幻
よ
そ
〔
四
十〕

/
よ
そ
〔
外〕

以
上

、幻
対
で

あ
る。
つ

ま
り
州

/
何
対
立
の

機
能
負
担

量
は
む

と
い
う
乙

と
に
な
る

。
乙

の
数
字

は
結
論
か
ら
言

う
と
非
常

に
低
い
も
の
で

あ
る。

これ
を、
後

に
問
題

に
す
る

乙と
に
な
る
古

代
日
本

語
に
お
け
る
音
節

結
合

冷+」
司d

の
法
則
(
以
下 、
有
坂・
池
上
法
則
と
称
す)

に
関
与

す
る
州
阿
川阿
川
の
四
つ

の
母

音
音
素
閣の
すべ
て
の

音
韻
的

対
立の
機
能
負
担

量
を
比
較

し
た

も
の

が

すと つ I I I五T子| 次こ し た1 /a/- ， 1 1 �品 |
主ア子 | …/よ I I I賓 引き芸 品毛 | ノUö '10 I I I 翼 引 主的の 示 1 /凸/(-31-/0/ 223 1ド二 二二| る
少 音し | 、"'- ' 1 ' 1 I I υ 0/ I な韻て1 63 65 1 I I 31 I / 
か的い I "'-1 I I I I向/
つ対る 1 /u/- I 1 1-町た立 。 1 1 1 

もがと | 1 | 63 M の解い 1_1 と消うい/ö/上な負が 1 1/凸/想 さ 乙 、対代の担他 乙 I ，"Q1ソ像 れと弁立と で量のの 1 i V U 

1 ía j さる は 別がいあに す 調 トーい十れよ 、 的語うるお ベ 査1 1向{
るり/0/ 機の共 。いてに1651 ノ
のも/能 区時 つての依1 I/u/ 
で 言 /ö/の 別態ま格音れ 1-1，ご7あ語対低に に り 段 韻ば1 _� 1 / つる伝立い 余 お ζ に 的 、1 Ib 1 (/ o達が音りいの低対/0/1_ーピ三L

lと仮韻役て調く立/ I I faI 支に 的立す査 、よ/凸/ 1 つつ究1'/障 崩 対 つ で結半り対1--- 1 iu/ 
を壊立てに 果分も立 1__ '_ー

きし でい/0/は以機だ
た たあな/ 、下能け

6 

、
川
/
刈
対
立
の

機
能
負
担
量
は
な
ぜ
低
い
か

そ
れ
で

は
次

に
、

州
/
州
対
立
の
機
能
負
担量
が
他の
音
韻
的
対
立
の
そ

れ

に
比べ

て
何
故こ
ん

な
に
低
い
の
か

、
と
い
う
点

に
つ

い
て
考
え

て
み
た

い
。

い
ま一
度

、
白
で
紹
介

し
た
州

/
州
対
立
の
最
小

対
の
例
を
参
照
さ

れ
た

い
。

と
の
う
ち

、
例
え

ば1
番

の
対
立
例
「

あ
ら
た

よ
/
あ

ら
た

よ」
の
よ
う

な
複
合
単
位

が
対
立
に
加
わっ

て
い
る
例
を

すべ
て
除
外

し
た

、
い
わ
ゆ

る一

結
合
単
位
同
志

の
最
小

対
が
括
弧
で

く
くっ
た汀
個

の
例
で

あ
る。

乙
の
う
ち

、
乙
〔
飽〕

/
乙
〔
木〕 、
そ
〔
麻〕

/
そ〔
衣〕

の
よ
う
な
単

音
節

結
合
単
位

の
最
小

対
は

、
ω
ω
帥
同
凶
側

の
6
例 。
乙ふ〔
恋〕

/
乙ふ(
乞〕 、

乙
ま
〔
駒〕

/
ζ

ま
〔
狛〕

の
よ
う
な
複
数

音
節
結
合
単
位
の
初
頭

音
節

に
お



上代オ3日j甲・ 乙 母 音対立崩壊のー要因

い
て
対
立が形成さ
れてい
る
ものは 、
倒
防帥帥同同帥凶帥の9
例 。
第

一
音節以
外の
位置で対立が形成さ
れてい
る
ものは 、
帥の、
し
ろ〔白〕

/し
ろ
〔代〕 、
制の、
ほと
〔程〕
/ほと
〔陰〕
のわ
ずか2
例で
ある 。

以上の結
果か
ら 、

州/何対立の
形
成位置が結合単位の
第一
音節に

集中してい
る
点が極めて
注目されるので
ある 。
しか
も 、
先行音節を

持たない
とい
う点で
単
音節
結合単位も広義の
第一
音節で
あると
解す

れば 、
実にげ
例中のお
例まで
が
結合単
位の
第一
音節で
の対立
例だと

言うこ
とに
なる 。
結合単位の
末尾
音節に
おいては 、
付で
明らかに
し

た
如く 、
甲
類
音は伍
例現れて 、
お・
1
%の
分布勢力を
占めてい
るに

も
拘ら
ず 、
乙
の
位置で
の
最小対がわ
ずかに2
例だ
けで
ある 、
とい
う

のは
大きな
驚きで
ある 。

乙
のよ
うな
現象には
何か
理
由が
あるのではない
か 。

私は 、
何/州対立の
形
成位置の乙
のよ
うな
偏りは 、
有坂・
池上法

則との
関わ
りか
ら説
明で
きるのではない
かと
考えてい
る 。

一 、
甲類オ
列
音と乙
類オ
列
音は
同一
結合単位内に
共存するこ
とは

L
、。
ふん
3V

二 、
乙
類オ
列
音とウ
列
音は
同一
結合単位内に
共存するこ
とは
少な

三 、
乙
類オ
列
音とア
列
音は
同一
結合単位内に
共存する乙
とは
少な

と
の三つ
の
法則には 、
前述のよ
うに

州
阿川内川の
四つ
の
母
音音素が

関
与してい
る 。
こ
の
法則の解
釈につ
いては 、
従来か
らさまざまな
論

議を
呼んでい
るこ
とは
すでに
周知の乙
とがらで
あるが 、
本
稿に
おい

て
私は 、
「日
本語の歴
史l」(平凡社)
の
次の
ような
解釈に
注目した

'bv

 

「単語の
組み立てに
あたっ
て一
つ
の
型ではその語
頭に
凸
が
く
れ

ばアとウとo
とがそれにつ
づ
く乙
とはし
りぞけられ 、
乙
れとう

らは
らに
もう一
つ
の
型では 、
五回頭にア
かウかo
かのどれかがく

ると・o
がそれにつ
づ
く乙
とは
許されない」(却ベ
|ジ)注8

乙
の執筆を
担当されたと
言われてい
る亀井孝氏のζ
の解釈に
従え

ば 、
少な
くと
も州

州阿川の
四母
音音素の現れ
方に
関する
限り一
結合

単
位の
音節結合形式を
支配する
音節が
初頭
音節で
ある 、
とい
うこ

と吟49

なので
ある 。
亀井氏自身 、
必ずし
も肯定的ではない
か
も知れない
が

と
のよ
うな
初頭
音節の
支配に
基く
音節結合形式は 、
小r的ゆる

「母
音

調和」
に
特徴的な
現象で
ある乙
とは
否定し
得ない
と
思う 。
そしてと

の
場合 、
特に
注意されるべ
きは 、
初頭
音節が
後続
音節に対する
支配

音節で
あるが
故に 、
ζ
の
位置では
州阿川阿川が原則的に
見て
何の
制約

もな
く
自由に
立
ち得る 、
とい
う乙
とで
ある 。

単
音節
結合単位をは
じめ 、
結合単位の
初頭
音節で
数多く州/何対

立が形成される
理
由が
実は乙
の
点に
存するので
ある 。
そして 、
ひと

た
び
初頭
音節に
立つ
母
音が
州州削州の
四つ
のう
ちのどれかに
決定さ

れるや
否や 、
その
影響力は
結合単位内の
後続
音節に
強く
及ぶので
あ

る 。
こ
の
強制
規則を
分りや
すく次頁の
図のよ
うに
整理して
みた 。

こ
のよ
うな
規則が 、
ω川と
山川とが
第二
音節以
下の結合単位内に
おい

て
同一
の
音韻的環
境に
あらわれて
知的意義の対立を
成立させる確
率

をきわめて
低い
ものにしてい
るので
ある 。
仮に 、
初頭
音節以外の
位

置で
最小対を形
成しよ
うと
す
れ
ば 、
し
ろ〔白〕
/し
ろ〔代〕
のよう

に
先行音節に
イ
列
音のよ
うな
中性母
音が立っ
た
時か 、
或い
は 、
ほと

〔程〕
/ほと
〔陰〕
のよ
うに 、
有坂・
池上法則に
直接関与しない
音節

注u

が立っ
た
時に
限られる
訳で
ある 。

7 



一 結 合 単 位

�I 強制規則の及ぶ範囲
第1音節 | . . . . . . | 第n音節 | . . . . . . 

i口i /0/ 
/u/ ー ・ ー ー ・ ・ /u/ - ・ ・ ー ー ・

/a/ /a/ 

/ö/ . . . . . . /ö/ . . . . . . 

そして
よ
く知られているよ
うに

エ
列
音が
初頭
音
節に
立っと
とが
非

常に
稀で
あると
となどを考
慮に
入

れると
すれば 、
ω川/州対立が語中

語尾で
形成さ
れるよ
うな
条件は 、

きわめて
限定さ
れた
ものに
な
らざ

るを
得ない
ので
ある 。

従っ
て
次の
如く
に
結
論
さ
れ
よ

.つ 。
甲類オ
列車日と乙
類オ
列立日は 、

第二
音
節以
下の
結合単位内に

おい
て
互いに
排除的・
相補的

な
分布を
形
成
す
る
傾
向
が
強

い 。
つ
まり州/州対立は 、
結合単位の
初頭
音
節におい
てのみ
有

効に
機能し 、
それ以
外の
位置では
音韻論的に
みて
効力を
失う 。

こ
の
事実乙
そ 、
ωの調査で
示さ
れたよ
うに
末尾
音
節が
「数字的」

に
は 、
何/何対立形成に
とっ
て一
見 、
有利な
環
境で
あるに
も
拘らず

実際に
は 、
こ
の
位置で
何/何対立の
最小対が
殆んど
形成さ
れない
原

因で
ある 、
と
見られる 。

末尾
音
節での
甲乙
の
分布は 、
語の区別に
は
殆んど
何の
役に
も立っ

てい
ない
ので
ある 。
言うまで
もないと
となが
ら乙
の
事実は 、
有坂・

池上
法則の
直接の
反映で
あ
り 、

州/州対立の
機能
負担量を
抑え
込む

最大の
要因で
あっ
たと
考え
られるので
ある 。

四 、
第
二
則
と
第
三
則
に
関
連
し
て
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前
節まで
の
考
察で
私は 、
州/州対立が
結合単位の
非第一
音
節にお

い
て
無効に
なる 、
とい
う事実を論じたので
ある
が 、
ζ
れは 、
例外の

存在を
許さ
ない
法則の
第一
則の
厳格な
強制力の
結果で
ある 。
従っ
て

若
干の
例外が
存在する
第二
則と
第三
則につ
い
ては 、
同の
結論で
述べ

たよ
うな
事実を
直ちに
何/川対立や
何/州対立に
対して
あてはめる

と
とはで
きない 。
しかしながら 、
乙
の三つ
の
法則が 、
多少の
強
制力

の
違い
を
持ちながらも基本的に
は
同一
の
傾向性を
持つ
ものとして
把

握さ
れてい
る以
上 、
第二
則につ
いては
州/川対立の、
第三
則につ
い

ては
何/何対立の語中語尾での対立が抑え込まれてい
るで
あろうと

い
う予想は
理論的に
成り立つ
と
考え
られる 。
そして 、
事実その通り

なので
ある 。

先ず 、
第二
則に
関連する
何/川対立につ
いて 、
その
機能
負担量の

臼
個の
最小対のうち 、
州/州対立の
括弧番号で
示したよ
うな一
結合

単位同志の
最小対は必
例存する 。
そ
し
て 、
こ
の
う
ち 、
語中語尾で

州/州対
立が
形成さ
れているのは
次の5
例に
過ぎない 。

いこ
ふ
〔憩〕
/い
くふ
〔射〕

し
ろ〔代〕
/しる
〔汁〕

ひ
ろ〔広〕
/ひる
〔蒜〕

お乙
る
〔起〕
/お
くる
〔送〕

ひと
〔人〕
〔一〕
/ひつ
〔植〕

残りは
次に
示すように
すべ
て
初頭
音
節での対立例で
ある 。

乙
〔木〕
〔此〕
/く〔句〕
〔
所〕

乙
し
〔腰〕
〔
輿〕
/くし
〔串〕
〔酒〕



上代オ列 甲 ・ 乙母音対立崩壊のー要因

乙
そ
〔未詳〕
/くす
〔楠〕

乙
ぞ
〔去年〕
/く
ず
〔葛〕

と
と
〔一言〕
〔琴〕
/くつ
〔査〕

ζ
は
し
〔強〕
/くはし
〔妙〕

乙
ふ
〔乞〕
/くふ
〔咋〕

と
ま
〔狛〕
/くま
〔莫〕
〔
熊〕

乙
も
〔薦〕
/くも
〔雲〕

と
もる
(隠〕
/くもる
〔曇〕

と
ゆ〔臥〕
/く
ゆ〔悔〕

と
る
〔凍〕
〔伐〕
/くる
〔絡〕
〔暮〕

ζ
ろ
〔一
伏三
起〕
/くる
(名詞)

と
つ
(屑〕
/くつ
〔沓〕

ζ
む
〔箆〕
/く
む
〔汲〕
〔組〕

そ
〔衣〕
〔背〕
/す
〔洲〕
〔巣〕

そ
き
〔退〕
/すき
〔鋤〕
〔
村〕

そ
く
〔除〕
〔退〕
/すく
〔送〕
〔鋤〕

そ
ね
〔欝〕
/すね
〔髄〕

そ
む
〔染〕
〔
始〕
/すむ
〔住〕
〔澄〕

そる
〔剃〕
/する
〔摺〕

と
〔跡〕
〔十〕
/つ
〔津〕

と
き
〔時〕
/っ
き
〔杯〕

と
く
〔解〕
/つ
く
〔付〕
〔衝〕

とこ
〔床〕
〔常〕
/つ
く
〔木
兎〕
〔月〕

と
ほ
〔遠〕
/つ
ほ
〔査〕

と
む
〔止〕
〔求〕
/つ
む
〔採〕
〔
集〕

とよ
〔豊〕
/つ
ゆ〔露〕

と
り〔鳥〕
/つ
り
〔釣〕

の
〔箭〕
〔荷〕
/ぬ
〔沼〕

の
く
〔除〕
/ぬ
く
〔貫〕

の
る
〔乗〕
〔宣〕
/ぬる
〔塗〕

も(
助詞)
/む
(助動)

よ
〔代〕
〔節〕
/ゆ〔湯〕
〔弓〕

よく
〔避〕
/ゆく
〔
行〕

とる
〔取〕
/つ
る
〔釣〕

よそる
〔寄〕
/ゆする
〔動〕

また 、
第三
則に
関連する
何/何対立につ
いて 、
その
機能
負担量で

ある瑚
個の
最小対の
うち 、
一
結合単位同志の
最小対は伺
例存するの

で
あるが 、
そのうち非第一
音節での
対立
例は
次のロ
例で
ある 。

しと
〔醜〕
/しか
〔鹿〕

し
ろ
〔代〕
/し
ら
〔白〕

ひと
〔人〕
〔一〕
/ひた
〔直〕

ひ
ろ
〔広〕
/ひ
ら
〔平〕

ほ乙
〔矛〕
/ほか
〔外〕

まそ
〔雅〕
/まさ
〔正〕

まろ
〔円〕
〔
麿〕
/まら
〔間〕

みど
り
〔緑〕
/みだ
り
〔妄〕

みの
(蓑〕
/みな
〔蜂〕

をと
〔愚〕
/をか
〔丘〕

をそ
〔軽率〕
/をさ
〔訳〕

い
よ
(弥〕
/い
や
〔弥〕
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残りは
次に
示すように
すべ
て
初頭音
節での
対立例で
ある 。

乙
〔此〕
〔木〕
/か
〔鹿〕
〔髪〕

ど
〔碁〕
/が
〔蛾〕

と
ぐ
〔務〕
/か
ぐ〔嘆〕

乙
ぞ
〔去
年〕
/かざ
〔風〕

と
し
〔腰〕
〔輿〕
/かし
〔樫〕
〔榔〕

乙
と
〔言〕
〔琴〕
/かた
〔方〕
〔肩〕

乙ふ
〔乞〕
/かふ
〔飼〕
〔替〕

と
ま
〔狛〕
/かま
〔鎌〕
〔蒲〕

ζ
む〔箆〕
/か
む〔鴫〕
〔穣〕

と
め
〔
米〕
/かめ
〔亀〕

乙
ゆ〔臥〕
/か
ゆ〔離〕

ζ
る
〔凝〕
〔伐〕
/かる
〔苅〕
〔猟〕

ζ
ろ
〔一
伏三
起〕
/か
ら
〔柄〕

と
ろす
〔殺〕
/か
らす
〔枯〕

そ
〔衣〕
〔背〕
/さ
〔箭〕
〔
狭〕

そ乙
〔底〕
/さか
〔坂〕
(界〕

そき
〔退〕
/さき〔前〕
〔幸〕

そく
〔退〕
〔
除〕
/さく〔咲〕
〔裂〕

そね
〔礎〕
/さね
〔核〕
(曽〕

そば
〔稜〕
/さば
〔鯖〕

そ
む
〔染〕
〔始〕
/さ
む
〔醒〕

そよ
(擬声)
/さや
(擬声)

そる
〔剃〕
/さる
〔去〕
〔曝〕

と
〔跡〕
〔十〕
〔常〕
/た
〔回〕
〔誰〕

と乙
〔床〕
〔常〕
/たか
〔鷹〕
〔古巴

とき〔時〕
/たき〔滝〕

とく
〔解〕
/た
く
〔焼〕
〔斜〕

との
〔殿〕
/たな
〔棚〕

とぷ
〔飛〕
/たぷ
〔賜〕

と
も〔友〕
/たま
〔玉〕

と
む〔止〕
/た
む〔速〕

と
り〔烏〕
/た
り〔沈〕

とをむ〔轡〕
/たをむ〔世田〕

と乙
ろ〔所〕
/たから〔宝〕

の
〔箭〕
〔荷〕
/な
〔菜〕
〔名〕

の
く
〔除〕
/なく〔泣〕

の
ど
〔和〕
/なだ
〔灘〕

の
む
〔祈〕
/な
む〔列〕

の
り
〔糊〕
〔法〕
/な
り
〔業〕

の
る
〔乗〕
〔宣〕
/なる
〔成〕
〔
鳴〕

の
ろふ
〔呪〕
/ならふ
〔習〕

も
(助詞)
/ま(
接尾)

の
ど
〔和〕
/など
〔何〕

もと
〔本〕
/また
〔俣〕
〔又〕

もつ
〔持〕
/まつ
〔待〕

もふ
〔思〕
/まふ
〔舞〕

よ
〔代〕
〔
節〕
/や
〔屋〕
〔矢〕

よく
〔避〕
/ゃく
〔焼〕

よ
す〔寄〕
/や
す〔痩)
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よ
み
〔黄泉〕
/やみ
〔閤〕

よ
む
〔読〕
/やむ
〔病〕
〔止〕

よる
〔髭〕
〔縁〕
/やる
〔遺〕
〔破〕

よろふ
〔
具〕
/や
らふ
〔遂〕

ろ(
接尾)
/ら(
接尾)

何/
川対
立およ
び

例/
何対
立ともに
非
第一
音
節に
お
ける対
立形成

例を
見ると
分るようにい
ずれも
先
行音
節に
イ
列音を
持つ
もの
が
多い

注は

とい
う点が
注目される 。
と
れは 、
先行

の
中性母音を
有するイ
列音に
よっ
て
後

続音
節に
立つ
母音が
制約を
受ける乙
と

な
く
自由に
配置された結
果で
あろ
うと

恩われる 。
さて 、
以上
述べ
て
きた
よ
うな 、
音韻

的最
小対の
対
立形成位置の
分布を
法則

の
規制の
及ばない
州/
川対
立と
州/
削

対
立に
お
ける
最小対(一
結合単位局窓)

の
対
立形成位置の
分布を
付け
加えて
ま

とめたもの
が上の
表で
ある 。

と
れを
見れば
分るよ
うに
左側の二つ

の
州/
川対
立、
州/
何対
立と
比較して 、

有坂・
池上
法則に
関わる
右側の
三つ
の

音韻的対
立の
最
小対
形成の
位置が 、
は

っ
き
りと結合単位の
初頭音
節に
偏っ
て

いるこ
とが
看取されるので
ある 。
しか

も 、
語中語尾
に
お
け
る
対立形成例が

上代オ列甲・ 乙 母 音対立崩壊のー要因

何/a/ I /ö/ : /u/ I川
26 26 54 37 15 での対立

l
-

23 21 12 5 2 での対立

ω川/
何よ
りは

何/
川の
方が 、
州/
川よ
りは

州/
何の
方がしだいに
多

くなっ
ているとい
う事実は 、
有坂・
池上
法則の
規制力が
第一
則か
ら

第二
則 、
第三
則へ
としだいに
緩んで
行く乙
とに
対
応した
現象で
あろ

うか
とも考え
られる 。
い
ずれにせ
よ 、
乙
の
法則が
初頭音
節以
外での

音韻的対
立を
無効に
しよ
うと
する
方向に
働いていた 、
とい
う乙
とは

確
実に
言い
得るので
ある 。

五、
ま

と

め

上
代オ
列
甲・
乙の
母音対
立は、
有坂・
池上
法則の
存在に
よっ
て
結

合単位の
初頭
音節以
外の
位置で、
その
弁
別的機能をほぼ
完全に
失な

っ
ている乙
と
が
今までの
考察で
明らかに
されたので
あるが 、
乙
のこ

と
が
州/
何対
立の
機能
負担量を
大幅に
抑え
込んでいた
最大の
要因で

あっ
た
と
考え
られる 。
既に
付でも述べ
たこ
とで
あるが音韻的対
立が

その
弁
別的機能を
十全に
発揮するために
は 、
いか
なる
音韻的環
境に

おい
て
もむらな
く 、
しか
も数多くそれらの
音紫が配置される
必要が

ある 。
とと
ろが
有坂・
池上法則の
ように 、
特
定の
母
音音素と結合単

位内に
共存すると
とを
極
度に
嫌
うよ
うな
音
節結合形式が音韻的対
立

の
弁
別的機能に
とっ
ていかに
大きな
阻害要因で
あっ
たか
が想像され

るので
ある 。

また 、
何/
例対
立の
機能
負担量の
うちのかな
りの
部分を
占める
単

音
節結合単位の
最小対、
例えば 、
よ
〔夜〕
/よ
〔代〕
に
お
い
て
は 、

そ
れぞれ
「よる」
「よの
なか」
と
い
う
工
合に
多音
節化して
行くとい

う歴
史的趨
勢が上
代に
おいても
既に
見られた乙
とは 、
よ
く知られて

注目

いる
事
実で
ある 。
乙
れ
に
よっ
て
音韻的最小対が
事実上解消され 、

ωと
ωとをさほど
厳密に
発音し
分ける
必
要もな
く言語伝達が達成さ
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れて
行ゥ
たと
とは 、

川/阿対立が品目
鵡的対立として
有名無
実化して

行く過程の
一端を
示している 。

そして 、
本稿に
おいては
敢えて
触れるこ
と
をしなかっ
た
音
価もま

た
州/何対立崩壊の一
つ
の
基本的な
要
因をなしていた乙
とは
疑い
得

ない
所で
ある 。
すなわ
ち 、
本稿に
お
ける
私の
考察も州と
州とが恐ら

くは
他の
どの
母音音素よ
りも近
似した
音をその音
価として
持っ
てい

たで
あろうとい
う乙
とを基盤と
する
もので
あ
り 、
ζ
のよ
うな
事情も

州/何対立崩壊を一
層助長したζ
とで
あろうと恩われる 。

以上の
よ
うに 、
上代オ
列
甲・
乙の
母音対立が 、
そ
れを
後の
世まで

末永く
保
持し
うるよ
うな内的要
件を上代とい
う
共時態に
おいて
既に

失っ
ていたと
考えざるを
えないので
あ
り 、

州/何対立の
崩壊は正に

起るべ
くして
起っ
た
歴
史的
事
実で
あると
結論で
きよ
う 。

なお 、
イ
列エ
列の
甲乙対立の
崩壊の
要
因もオ
列の
場
合と
同様に
機

能
負担量の
低さに
求め
られると
考えている 。
ただ
紙
数の
都合上 、
本

稿では
触れなかっ
た
が 、
乙
れに
関連する
調査
結果は
別に
稿を
新たに

して
報
告したい
と
思う 。

注
1

服
部
四
郎
「
上
代
日
本
語
の
母
音
体
系
と
母
音
調
和」
『
言
語』一
九
七

ムハ・
六

注
2
「
経
済
性」
と
い
う
術
語
の
意
味
す
る
と
乙
ろ
は
7
ル
テ
ィ、不

の
言
う

PHwnoロD
B
Wd
を
踏
ま
え
て
の
も
の
で
あ
る 。

〉-
冨
RCロ
2・
開口D
E
B-叩
ι
g
nr
g悶冊
目
g
二vyo口小円
五己目・
回目Hロ叩

H由印印

注
3
7
ル
テ
イ
ネ
前
掲
書
臼
ベ
l

ジ 。

機
能
負
担
量
に
関
す
る
論
考
は
つ
と
に
7
テ
ジ
ウ
ス
や
ト

ル
ン
カ
に
も
見

ら
れ
る
と
言
う 。

ヨ
1

ア
ン
セ
ン
『辛口
韻
論
総
覧』
必
ぺ
l
ジ
(
大
修
館
書
庖)

ト
ル
ベ
ツ
コ
イ
『
音
韻
論
の
原
理』
別
ベ
l
ジ
(
岩
波
書
庖)

注
4
7
ル
テ
イ
ネ
『
機
能
・

構
造・
音
韻
変
化』
叫
べ
!

ジ
(
研
究
社)

注
5
7
ル
テ
イ
ネ
『開門O口O
B
芯』
回
ペ
l

ジ 。

「
英
語
の
何
と

仰
が 、
乙
れ
ら
の
対
立
の
機
能
負
担
量
に
お
い
て
格
別
に
低

い
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
乙
れ
ら
が
接
近
す
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
事
実
は
見

ら
れ
な
い 。」
(
釘
賞
訳)

注
6
7
ル
テ
ィ、不

前
掲
書
怜
ペ
l
ジ 。

注
7

池
上
舗
造
「
古
事
記
に
於
け
る
毛
母
に
つ
い
て」
『
国
語
国
文』
昭
和

七
年
十
月 。

有
坂
秀
世
「
古
事
記
に
於
け
る
モ
の
仮
名
の
用
法
に
つ
い
て」
『
国
語
と

国
文
学』
昭
和
七
年
十一
月 。

注
B

亀
井
氏
は 、
『
言
語
研
究』
お(一
九
五
四)
の
書
評
欄
に
お
い
て
既
に

と
れ
と
全
く
同
趣
旨
の
法
則
解
釈
を
行
な
っ

て
い
る 。

注
9
『
日
本
語
の
歴
史
1』

却
ベ
l
ジ
(
平
凡
社)

注
叩

ト
ル
ベ
ツ
コ
イ
『
原
理』
捌
ペ
ー

ジ
(
岩
波
書
庖)

注
日
「
ホ」
の
仮
名
は 、
ォ
列
音
で
は
あ
る
が
甲
類
相
当
の
位
置
に
も 、
乙

類
相
当
の
位
置
に
も
立
ち
得
る
乙
と
が
知
ら
れ
て
い
る 。

有
坂
秀
世
『
上
代
音
韻
致』
揃
ベ
1

ジ
(
三
省
堂)

注
ロ

山川
/

川
対
立
は
5
例
の
う
ち
4
例 、

何
/
何
対
立
は
ロ
例
の
う
ち
7
例

ま
で
が
先
行
音
節
に
イ
列
音
を
有
す
る
最
小
対
で
あ
る 。

注
目

馬
淵
和
夫
『
上
代
の
ζ
と
ぱ』
問
ベ
l
ジ
(
至
文
堂)
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本
稿
は 、
一
九
八一
年
国
語
学
会
春
季
大
会
(
甲
南
女
子
大
学)
の
研
究

発
表
会
で
の
口
頭
発
表
を
も
と
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る 。

||
東
北
大
学
大
学
院
生

||


